
  

 

 

 

 一昨年から、室生の子どもたちのより良い成長のために、室生小学校と室生中学校が連携して、

健康について発信する取組をしています。 

 今回は、先日小中合同研修で学習した「食物アレルギー」についてお伝えします。研修は、グラ

ンソール奈良から 3 名の先生をお招きして、食物アレルギーに関する基礎知識についてと緊急時

の対応についてお話を聞きました。 

  

 

 

 免疫が強く働き、ある特定の食べ物に対して体が激しく反応してしまうことを「食物アレルギー」

といいます。症状は人によってさまざまで、体調によっても異なります。ひどい場合には、アナフ

ィラキシーショックといって、命に関わることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アレルギーを引き起こしやすく、食品表示が義務づけられている食品（特定原材料）は次の８品

目です。その他にも、表示が推奨されている食品として、アーモンド・あわび・いか・いくら・オ

レンジ・カシューナッツ・キウイフルーツ・牛肉・ごま・さけ・さば・大豆・鶏肉・バナナ・豚肉・

松茸・もも・山芋・りんご・ゼラチンがあります。 

 

 

 

 

 

 児童生徒に見られる食物アレルギーは大きく３つのタイプに分類されます。タイプを知ること

によって、誤食したときにどのような症状が現れるかをある程度予測することができます。 

 食物依存性運動誘発アナフィラキシーは、原因食物の摂取と運動などの誘因が組み合わさるこ

とでアナフィラキシー症状が現れる疾患です。食後２時間以内の運動で発症することが多いこと

から、学校では給食後の休み時間や体育などで配慮が必要です。 

タイプ 
頻度の高い

発症年齢 
頻度の高い食物 治る可能性 

アナフィラキ

シーの危険性 

即時型症状 
乳幼児～ 

成人期 

乳児～幼児：鶏卵、牛乳

など 

学童～成人：甲殻類、 

小麦など 

鶏卵、牛乳、

小麦、大豆 

などは高い 

高い 

食物依存性運動誘発

アナフィラキシー 

学童期～ 

成人期 
小麦、甲殻類など 低い とても高い 

口腔アレルギー 

症候群 

乳児期～ 

成人期 
果物、野菜など 低い 低い 

 

 

 

 誤食した場合や緊急性の高いアレルギー症状が現れた場合は、①発見者は児童生徒から目を離

さない②助けを呼び、人を集める③集まった人にエピペンと AED の手配を依頼する④救急車の

要請を依頼するなど役割分担をして対応にあたります。可能なかぎり記録をとっておきましょう。 

 緊急時に備えた処方薬として、内服薬やエピペン（アドレナリン自己注射薬）を処方されている

場合は使用します。ただし、一時的な効果しかないので使用後は速やかに医療機関に搬送する必要

があります。 
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室生小学校・室生中学校 

保 健 室 食物アレルギー号 

皮ふ 

かゆみ、むくみ 

じんましん 

呼吸器 

くしゃみ、咳 

声がかすれる 

喉がしめつけられる感じ 

 

消化器 

腹痛、気持ち悪い 

嘔吐、下痢 

粘膜 

唇がはれる 

まぶたがはれる 

鼻がつまる 

アナフィラキシー 

複数の症状が現れ、症状が進行して

いく状態 

アナフィラキシーショック 

ぐったり 

意識がもうろうとする 

呼びかけに反応できない 

顔色が悪い、手足が冷たい 

卵 牛乳 小麦 そば えび かに 落花生 くるみ 

＜緊急性が高いアレルギー症状＞ 

・全身の症状 

 ①ぐったり ②意識がもうろう ③尿や便をもらす 

 ④脈が触れにくい ⑤唇や爪が青白い 

・呼吸器の症状 

 ⑥喉や胸が締めつけられる ⑦声がかすれる 

 ⑧犬が吠えるような咳 ⑨息がしにくい 

 ⑩持続する強い咳き込み ⑪ゼーゼーする呼吸 

・消化器の症状 

 ⑫我慢できない腹痛 ⑬繰り返し嘔吐する 

 

緊急性の高い症状があるかどうか、５分以内に判断 

①ただちにエピペンを使用 

②救急車を要請する 

③その場で安静にする 

④その場で救急隊を待つ 

⑤意識があり飲めるなら 

内服薬を飲む 

 反応がなく呼吸がなければ 

心肺蘇生・AED の使用 


